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３ 「かごしま新特産品コンテスト」の取り組み 

 

商業科 吉福 知明 

 

１ はじめに 

 商品開発の授業を進める中で，今何が必要かを考えました。コロナ禍で抱えるストレスを解消するに

は癒やしが必要。そうした思いから生まれた串蜜バームの取り組みについて報告します。 

 

２ 取り組みの内容 

 （１）商品開発を考える上で，まずは身近な地域の事を調べてみることにしました。 

    ・各地域の観光・イベント・企業等をまとめて発表し合う。 

 

 （２）今の状況から何があったら良いかアイデアを出し合う。 

    ・癒やし→匂い→アロマ→アロマキャンドル・アロマストーン・ディフューザー 

 

 （３）ボタニカルファクトリーでアロマ学習 

    ・オリジナルアロマ作りに挑戦→バーム作りに決定 

 

 （４）ＰＲ活動 

    ・チラシ作り・ＰＲ動画 

 

（５）かごしま新特産品コンテストに応募 

   ・当日は代表者２名で参加 

 

３ おわりに 

 かごしま新特産品コンテストにはじめて参加してみて，商品に対する思いの違いを感じました。学習

のためとはいえ，もっと真摯に向き合って研究を重ね商品化し，ＰＲ活動についても十分作戦を練って，

妥協せずに良い物を作らなければならないと思いました。 

 かごしま新得産品コンテストで結果は残せませんでしたが，良い経験となりました。 

 ＰＲ活動で作成し，応募した「かごしま弁スマホ動画コンテスト」で入賞することができたのは形と

して残すことができたのでチャレンジしがいがありました。 

 最後に，今回のチャレンジに多くの方々が協力していただいたことに感謝しつつ，目標となる物を見

つけてチャレンジさせ，おすみつきをもらって次につなげる取り組みをしていきたい。 
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串蜜バーム誕生までのストーリー 

 

〇コロナ禍でストレスが溜まりやすくなっている昨今，癒やしを提供するアイデアを出し合う中で，ア

ロマを使った商品を開発しようということになりました。 

〇アロマキャンドル・アロマストーン・ディフューザーなどある中で，蜜蝋を使ったアロマ商品開発

をするためにボタニカルファクトリーへ体験に行きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇学ぶ中で地元産のアロマを知り，蜜蝋バーム作りをすることにしました。 

〇香りとラベルのアイデアを出し合い，この商品が産まれました。蜂蜜と間違えないようバームをしっ

かり明記しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バームの特徴 

〇蜜蝋（ミツロウ）は主に，床ワックス，

革製品のメンテナンス，ろうそく，クレヨ

ンの材料として使われています。  

〇成分の中には鹿児島県産のツバキ種子

油・タンカン果皮油・蜜蝋を使用。また，

蜜蝋（ミツロウ）の成分には保湿性がある

ので，リップクリームやハンドクリーム，

化粧品の材料にも使われています。 
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串 良 商 業 × botanical factory 

串蜜バーム 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

 


